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骨髄シンチグラフィで111InC13 の著明な

乳房集積を認めた2例

中駄 邦博 塚本江利子 伊藤 和夫

古舘 正従 桜間 照喜*

要 旨

塩化インジウム (111InC13) を用いた骨髄シンチグ

フイ施行時に乳房への集積を認めた2例を経験し

た｡1例は menstration中に検査が施行された症

例,他の 1例は妊娠中絶2週後に検査の行われた症

例で,それぞれびまん性,およびリング状の乳房集

積が観察 された｡乳房集積の機序 については,

111InC13 と67Gaとの体内挙動の類似性が考えられ

た｡

はじめに

骨髄シンチグラフィ用剤のlllInC13 は,ときに造

血骨髄以外の部位にも集積を認める場合がある｡わ

れわれはlllInC13 の著明な乳房集積を認めた2例を

経験したので報告する｡

症 例

1.25歳,女性｡近医にて発熱,全身倦怠感,

リンパ節腫脹,白血球増多が指摘され,北大第二内

科に入院｡精査の結果急性白血病 (Ml) と診断され

た｡入院後施行された111InC13 骨髄シンチグラムで

は,centralbonemarrowの描出は低下し,強い腎

描出と末梢関節部の RI集積増強が認められ hypo-

plasticmarrow を示唆する所見であったが,更に

両側乳房へのびまん性の集積が認められた (Fig.

1)｡患者の乳房は理学的に異常なく,妊娠反応も陰

性であったが,骨髄シンチグラム施行時 menstra-

tion中であったことが判明した｡

2.20歳,女性｡妊娠経過中に貧血が指摘され

た｡北大第二内科入院後,鉄剤 ･ビタミン B12･葉

酸製剤等の治療に不応性で更に腎機能障害も加わっ

たために妊娠継続 は困難 とされ,妊娠 19週で

abortion された｡貧血の原因が確定ができず,

abortion後 2過めに111InC13骨髄シンチグラフィが

施行された｡centralbonemarrowの描出は良好で

peripheralbonemarrowのextensionはみられず,

軽度の心プール像と腎描出を認めたが病的意義は低

いものと考えられた｡しかし,両側乳房にリング状

の111InC13 の集積を認めた (Fig.2)｡

考 察

lllInC13 は骨髄シンチグラム用剤として有用性が

報告されている1ト2)｡その体内動態は,静注後速や

かに血清中の transferrin と結合し,骨髄の幼君赤

血球に摂取されると考 えられている3ト4)｡他方,

111InC13 は赤芽球系骨髄以外にも生理的集積部位と

して,あるいは erythropoiesisの障害を反映して

肝 ･牌 ･腎 ･性殖器 ･腸管 ･心プール像の描出を認

め,また,腫癌組織への集積も認められることがあ

る5)｡しかし,今回われわれが経験したような著明

な両側乳房集積例はまだ報告されていない｡また,

両者とも乳房の異常や lactatingbreastは否定され

たにも拘らず,著明な乳房集積が観察された点が注

目される｡

その集積の要因に関しては推測の域をでないが,

2例とも比較的若年者であった点を考えると,年齢

因子に加えて症例 1は menstration中であったこ
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Fig.1 Bone marrow scintigraphy
withlndium-lilchlorideina25-

year-old-female with acute
myeloblasticleukemia,anterior
view.Radioactivityofthecen

tralbonemarrow isgenerally de-
creased,whileincreaseduptake

ofthetracerinbothkidneysand

thejointsoftheextremitiesare
demonstrated.Inaddit
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と,第 2症例は abortion後,日が浅かったことな

ど,検査時の内分泌状態が何らかの関連性を有して

いたに相違ない もの と考 えられる｡67Ga-citrate

が,lactatingbreastで強い集積を示す事実6)は良

く知られているが,臨床的には lactatingbreast以

外の breast においても集積をみることがある7)0

111InC13 と67Gaの体内挙動は,transferrinとの結

合 という点で類似 しており,111InC13 の集積 もおそ

らくは 67Gaのそれと類似した機序によるものでは

ないかと考えられる｡
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